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AA..研研究究目目的的  
民間クリニックにおけるHIV検査は、HIV検

査相談機会を拡大する上で、下記の多角的な利

点を有すると考えられる。 
1. 保健所等の既存の検査インフラが実現でき

なかった場所や時間帯での、検査を希望する受

検者の利便性に立った自発的検査と相談

(voluntary counseling and testing: VCT)として
の検査サービスが提供できる 

2. 性感染症(sexually transmitted infection: 
STI)の合併を含む感染リスクのある個人に対
し、医療者が機会を逃さずHIV検査を勧めるこ
とができる（提供者主導の検査と相談もしくは

provider-initiated HIV testing and counseling: 
PITC） 

3. 万が一 HIV感染が判明した際に迅速な介入
や医療連携が可能である 
そこで、本分担研究では、下記を目的に研究

を行った。 
①  全国の研究協力施設 52施設を対象に、民間 
クリニックにおける HIVおよび STI検査の実施 
状況と課題を明らかにすること 

 

 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
②モデルとなる協力施設と研究班のネットワー

クの構築 
③民間クリニックにおける HIV検査相談の質の
担保のために必要な支援を検討 
 
BB..研研究究方方法法  

2022年度に検査研究班ウェブサイト(HIV検
査・相談マップ https://www.hivkensa.com)に掲
載されていた既存の協力施設 49施設のうち、
2023年度に 4施設が閉院し、新たに 7施設から
掲載及び研究協力の希望の申し出があり、協力

施設は計 52施設となった（東京都 23、大阪府 
7、神奈川県 4、埼玉県 3、岐阜県 3、福岡県 
3、愛知県 2、北海道 1、宮城県 1、群馬県 1、
京都府 1、岡山県 1、広島県 1）。自費診療のみ
の施設と自費及び保険診療の両方を行う施設が

含まれる。 
標榜科別では、性感染症 13施設、泌尿器 11、

内科 11、婦人科 5、皮膚科 2などである。対象
患者が主に女性であったのは、婦人科 5施設と
女性セックスワーカー（SW、トランス女性を含
む）に特化した STI検診施設 1施設を含む 6施
設である。 

研研究究要要旨旨 
全国の研究協力施設 52施設中 50施設を対象に、HIV検査実施状況、陽性時の対応、及び HIV/性

感染症検査費用等に関するアンケート調査を実施した。本年度より、faxによる回答から Google 
Formを用いた電子回答に切り替えた。2023年にのべ 63,120件の HIV検査が行われ、116件が確
認検査により HIV感染が証明され、陽性率は 0.18%であった。検査件数及び陽性者数はそれぞれ昨
年の 1.5倍と 1.6倍であり、2001年本調査開始以降最多であった（2020年以降は迅速検査以外も含
む）。HIV陽性者のうち 87%がケアにつながったことが確認され、昨年(79%)に比べ改善がみられ
た。主要な要因として、HIV診療を行う一部の都心のクリニックにおいて、HIV判明後にそのまま
診療に移行する症例数が増加した点が挙げられる。陽性率は保健所と郵送検査の間に位置し、研究班

協力施設の民間クリニックでは、感染リスクを有する集団に正しくフォーカスし、検査が提供されて

いた。29%の施設で提供者主導の検査が実施されており、民間クリニックは、わが国における HIV
検査実施機関として 95-95-95達成のための重要なインフラを担っていると考えられた。 
来年度以降も電子回答を継続し、判明した課題については、他研究班への働きかけを通して、各協

力施設への支援を実施したい。 
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2023年 11月現在、掲載の協力施設 50施設に
対し、実施状況に関するアンケート調査を実施

した（資料 1）。HIV検査実施状況を中心に陽性
時の対応、HIV/STI検査費用等についての質問
内容とした。 
今年度初の取り組みとして、Google Formを

用いた電子回答とし、リンクを 2024年 1月 4日
にメールで送信した。2022年 1月 31日を締切
日として回収し、解析を行った。電子回答がで

きない 4施設は faxで回答した。 
 
CC..研研究究結結果果（（資資料料 22））  

50施設中 48施設から回答を得た（回収率
96%）。 
11..  HHIIVV確確認認検検査査でで陽陽性性ととななっったた場場合合、、管管轄轄保保健健
所所へへのの発発生生動動向向調調査査へへのの届届出出をを行行っってていいるる

かか？？  
 回答のあった 48施設中４施設は確認検査を実
施せずに他機関に確認検査をするよう紹介して

おり、確認検査を実施している 44施設中 39施
設（89％）では届け出を行い、3施設では届け出
を行っておらず、2施設は場合によるとの回答で
あった。 
 
22..  HHIIVV確確認認検検査査のの陽陽性性者者ののフフォォロローー  
拠点病院へ紹介すると回答した施設が 41施設

(85%)と最多で、自施設でフォローする施設が 7
施設 (15%)が自施設でのフォローを行うと回答
した。 

 
33..  HHIIVV検検査査実実施施件件数数、、届届出出状状況況、、陽陽性性者者ののフフォォ
ロローー状状況況  

2022年 1月から 12月の間に、63,120件の
HIV検査が実施された（資料 3）。検査数は施設
によって 0件から 14,000件と幅があり、1施設
あたりの実施件数の中央値は 92件であった。件
数別では、0-100件までが 25施設(52%)と最多
であった。年間 1万件以上の HIV検査を実施す
る施設が 2施設あった。 

HIV確認検査の陽性者数は 116件(0.18%)であ
り、2022年度(0.17%)とほぼ同等であった。116
件中 105件(91%)が、管轄保健所へ発生届が提出
された。女性 sex worker (SW)に特化した検診施
設 1施設で初めて陽性例がみられた（8,400件中
3件 0.03%）。 
紹介先に受診できたことを把握できた 76件、

自施設でのフォロー件数 25件を合わせると、
101件であり、陽性者数全体のうち、87%
（2022年度 79%）がケアにつながったことを確
認された。確認検査が陽性であった 3件が結果
を聞きに来なかった。 

 
44..  HHIIVV検検査査をを健健康康保保険険でで提提出出すするるここととががああるる
かか？？  
 昨年度の研究結果に基づき、今年度新たに加

えられた質問である。17施設(35%)において、
健康保険で提出することがあると回答した。 
 
55..  HHIIVV//SSTTII検検査査項項目目とと自自費費のの場場合合のの費費用用  
  自費検査としての HIV抗原抗体検査の検査費
用は、回答のあった 44施設の中央値は 5,000円
（1,760-9,500円）であり、昨年と同じであっ
た。自費としてのHIV確認検査の検査費用は、
回答のあった 26施設の中央値は 11,500円（0-
33,000円）であった。 
梅毒抗体の検査費用は、回答した 41施設の中
央値は 3,845円（880-11,880円）であった。 
自費として、20施設において、複数の

HIV/STI検査項目のセット料金が設けられてお
り、受検者のニーズに合わせ、多岐に渡る組み

合わせの設定がみられた。帯下クラミジア・淋

菌・トリコモナス症といった、主に女性 SWに
ターゲットを絞ったセットを提供する施設がみ

られた。費用は、カップリングされる HIV/STI
検査の数や種類により、4,200円から 55,000円
と幅がみられた。 
 
66..  HHIIVV検検査査をを実実施施すするる場場合合（（複複数数回回答答あありり））  
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患者希望時(VCT)が 43件(90%)、STIを診断
したとき(PITC)と回答した施設 14件(29%)であ
った（昨年は 39施設中 9件(23%））。その他と
して、風俗・アダルトビデオ産業従事者の定期

健診として、STI判明時・他の検査結果からリ
スクが高いと判断したとき、医師が必要と判断

したとき、等の回答がみられた。 
 
DD..考考察察  
研究班協力施設 50施設中、48施設(96%)より

回答を得た。昨年の回答率は 81%であり、電子
回答に切り替えたことにより、回答率が上昇

し、集計作業が効率化した。 
【Case finding】 
2023年にのべ 63,120件の検査が行われ、116

件(0.18%)が確認検査によりHIV感染が証明さ
れ、105件(91%)が管轄保健所に届出された。 
検査数は 2001年本調査開始以降最多であり

（2020年以降は迅速検査以外も含む）、昨年に
比べ 1.5倍増加した。 
陽性率(0.18%)は昨年(0.17%)と同等で、検査件

数が増えた結果、陽性者数は昨年より 1.6倍増加
した。 
新型コロナウイルス感染症流行により保健所

等における HIV検査件数は減少し、回復は緩や
かである一方、民間クリニックにおける検査件

数は本調査開始以来、過去最高であった。民間

クリニックがわが国における、95-95-95の 1つ
目の case findingに大きく貢献をしていること
は明らかである。電子回答による回答率の改善

のみでは説明できず、利便性や検査提供体制に

より、郵送検査に加え、保健所にアクセスでき

ない層の受け皿になっていると考えられる。 
48施設中、14施設(29%)において、STI診断

時に PITCが行われており、本調査では
VCT/PITC別の検査数は訊ねていない点で限界
が存在するが、リスクを有する集団に対する適

切な場面での検査機会が提供されていると推測

される。また、17施設(35%)において、健康保

険で HIV検査を提供しており、民間クリニック
において HIV検査への保険適用が浸透し始めて
いることが伺え、本来あるべき姿勢であり、歓

迎したい。 
【Case holding】 
確認検査陽性件数 116件中、101件(87%)がケ
アにつながったことが確認された。昨年の 79%
に比べ改善し、95-95-95の 2つ目の case 
holdingにも貢献できていると言える。 
昨年との比較を資料 4に示す。確認検査の結
果を聞きに来なかった率が減り、保健所への発

生届率、紹介医療機関に受診できたことを把握

した率及び自施設でのフォローの率が上昇し

た。紹介医療機関に受診できたことを把握した

率の伸びはわずかであるが、自施設でのフォロ

ー率の増加が顕著である。昨年に比し、HIV診
療を提供するクリニックの数に変化は無く、特

に都心のクリニックにおいて、HIV判明後にそ
のまま診療に移行できるキャパシティが育って

いる現状が伺えた。 
 
昨年度の調査と比較すると下記が考察され

る。 
① 施設数総数に大きな増減はみられないが、新
型コロナウイルス感染症の流行に伴い、保健

所等での HIV検査数の回復がゆるやかであ
る中、民間クリニックにおける検査数は急増

し、郵送検査とともに検査ニーズの受け皿と

機能していた。昨年と比較し、既存の 44施
設における検査数は 17,900件増加した。昨
年回答が無かった 3施設における 2023年の
検査数は 3,452件、新規 4施設における検査
数は 2,415件であった。検査数増加の背景と
して、電子回答による回答率の改善(81→
96%)、新規の 4施設の参加による増加が挙
げられるが、既存の施設における増加が顕著

であり、民間クリニックにおける HIV検査
のニーズが高まっているかもしれない。 

② 確認検査陽性件数は、2022年の 72件
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(0.17%)と同等であった。2022年の本研究班
の調査による保健所の陽性率(0.27%)、特設
検査相談機関(0.43%)、郵送検査(0.10%)の間
に位置し、感染リスクを有する集団に正しく

フォーカスし、検査が提供できていた。 
③ Case finding、case holding両方とも昨年よ
り改善していた。Case findingの改善は、検
査件数そのものの増加により、case holding
の改善は、主に自施設で判明した HIV陽性
者をフォローする体制が強化されたことによ

る。 
 
研究班協力施設の民間クリニックでは、多彩

なセット検査に代表されるように、特定の集団

のニーズに向けた検査を計画しフットワーク軽

く実施できている上、STIの合併など臨床所
見・問診・検査所見から検査を勧める PITCも
同時に実施されていることが、民間クリニック

において陽性者を効率良く検出できている理由

の一つであると考えられる。研究協力施設の民

間クリニックは、わが国における HIV検査実施
機関として、95-95-95達成のための重要なイン
フラを担っていると考えられた。 
女性 SWに特化した STI検診施設 1施設では

年間 8,400件もの HIV検査が施行され、昨年ま
で陽性者数は 0件であったが、本年は 3件であ
り、SWにおける梅毒の発生の増加との関連が懸
念される。引き続き、女性 SWにおけるHIV感
染の動向には注意が必要である。保健所等の公

的な検査サービスが届きにくい、hard to reach
の集団に効率的にアクセスできているという面

で、貴重である。 
確認検査を告知できなかった件数が 3件存在

し、紹介医療機関に受診できたことを把握した

率は、大きな改善がみられなかったものの、都

心において HIV診療を自施設で行うクリニック
が少しずつみられており、one stopで検査から
ケアまでシームレスに提供される環境が整いつ

つあることは歓迎される。 

課題として、ケアにつながったことが確認さ

れた陽性件数は 101件(87%)であり、昨年よりは
改善しているものの、その要因として、確認検

査結果を聞きに来なかった(3件)他、拠点病院に
受診したことが確認できていない件数が存在し

た。改善のために、下記を今年度中に実施した

い。 
① 最新版の「拠点病院診療案内」を全協力施設
に送付し、協力施設に陽性者に対する確実な医

療機関紹介を依頼する 
② 「HIV感染症の医療体制の整備に関する研
究」班（研究代表者：横幕能行）に働きかけ、

各拠点病院に対し、紹介元への受診報告書の送

付を徹底頂くよう要請 
 また、次年度以降、a) 自費診療のみの施設
と、自費及び保険診療を行う施設数における

HIV検査実施状況の差、b) 迅速検査実施の有無  
を調査内容に含め、民間クリニックにおける

VCT及び PITC実施の現状と課題をより詳細に
調査し、それに対する支援を計画したい。 
  
EE..結結論論  

2023年に、研究班協力施設である民間クリニ
ックにおいてのべ 63,120件の HIV検査が行わ
れ、116件が確認検査によりHIV感染が証明さ
れ、陽性率は 0.18%であった。検査件数及び陽
性者数はそれぞれ昨年の 1.5倍、1.6倍に増加し
た。ケアにつながったことが確認できたのは

87%であった。民間クリニックは、わが国にお
ける HIV検査実施機関として、95-95-95達成の
ための重要なインフラを担っている。来年度以

降も電子回答を継続し、判明した課題について

は、他研究班への働きかけを通して、各協力施

設への支援を実施したい。 
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FF..健健康康危危険険情情報報  
なし 

 
GG..研研究究発発表表  
なし 

 
HH..知知的的所所有有権権のの出出願願・・登登録録状状況況（（予予定定をを含含むむ））  
なし 
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（資料 1 調査票依頼書及び調査票） 
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（資料 2 調査結果集計） 
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（資料 3 HIV検査数と確認検査陽性数の年次推移（2001年-2023年）） 

 
 

 
（資料 4  2022年と 2023年の HIV検査実施数、HIV陽性者の発生動向調査届出、 

陽性者のフォロー状況の比較） 

 
 

2022 % 2023 %
アンケート回答率(%) 39/48 ( 81 ) 48/50 ( 96 )
HIV検査実施数 42,805 63,120
確認検査陽性者数(%) 72 116
確認検査の結果を聞きに来なかった数(%) 6 ( 8 ) 3 ( 3 )
保健所への発生届数(%) 53 ( 74 ) 105 ( 91 )
紹介医療機関に受診できたことを把握できた数(%) 46 ( 64 ) 76 ( 66 )
自施設でのフォロー数(%) 11 ( 15 ) 25 ( 22 )
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